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平成30年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その５ 

平成30年９月13日（木） 

                                          

 日程第24 議案第１号 平成30年度橋本市

一般会計補正予算（第４号）に

ついて 

○議長（岡 弘悟君）日程第24 議案第１号

平成30年度橋本市一般会計補正予算（第４号）

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。便宜、補正予算

説明書により歳出から款別に行います。補正

予算説明書の平成30年度橋本市一般会計補正

予算（第４号）の11ページをお開きください。 

 まず、２款総務費、11ページから12ページ

まで質疑ありませんか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）ここの財産管理に要す

る経費の賃金臨時雇い上げ料なんですけど、

ここではないんですが、最近、選挙管理委員

会が臨時職員の募集をホームぺージのほうに

出されていて、それを見ましたら、日給が

6,180円になっていたんです。いつも臨時の方

の賃金って低いなというふうには思って見て

いるんですけれども、時給にしたらいくらに

なるんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）暫時休憩いたします。 

（午前11時24分 休憩） 

                     

（午前11時25分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）再開いたします。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）ただ今のおた

だしでございますが、時間当たり797円となっ

ております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）最低賃金が和歌山県は

低いということが、結局、和歌山に若い人が

残らないという原因にもなっているんじゃな

いかなと常々思っているんですけど、今回10

月１日から803円にまで上げられて、それでい

くと足りないと。今、年度の途中なのでどう

なのかということはありますけれども、やは

り公のところが率先して最低賃金を守ってい

くということは大事ではないかと思うんです

けど、その辺はどうお考えですか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）それはおっし

ゃるとおりでございまして、10月１日から改

正されるということで、当然、最低賃金は割

ることのないように見直しは行っていきます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ありませんので、次に、

３款民生費、４款衛生費、11ページから16ペ

ージまで質疑ありませんか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）14ぺージの児童福祉総

務に要する経費で、在宅育児支援給付金とい

うのが県の事業で今回予算化されているんで

すけれども、対象が何人で、４月からの支給

になるのか、いつからの支給になるのかお尋

ねします。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）これにつきま

しては、基準日が平成30年４月１日ですので、

平成29年の４月に生まれた方も対象となって

きます。この在宅支援については今回補正対

応ということで、今言いましたように29年度

と30年度の一括した補正となっています。 

 対象人員につきましては、平成29年と30年

度のところ、約80名、40名、40名ということ

で予算措置のほうを考えています。 
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 それと、このお金につきましては、月１万

5,000円で10カ月が限度ということで、最高で

15万円ということで、だいたい５カ月程度の

予算措置を考えております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ありませんので、次に、

８款土木費、９款消防費、15ページから18ペ

ージまで質疑ありませんか。 

 17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）ちょっとだけ教えてほ

しいんやけど、18ページの住宅整備事業費と

いうことで耐震補強、それから改修と含めて、

国の補助もついたんで市は何ぼかちょっとし

か出さんでもええということやけども、どこ

とどことやったってくれるんか、ちょっと教

えといてよ。何件ぐらいかとか、わかってお

れば。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）この補正の上程に

つきましては、もともと耐震改修８件予定し

ておりました。それで、頻繁に日本国中で起

こる地震であるとか、近隣で起こった大阪北

部地震であるとか。あとは日頃の啓発活動に

よってその効果も出たことにより、最近、応

募申請が多くなっておりまして、プラスアル

ファ６件できるような形で備えたいというこ

とでの補正のお願いでございます。 

 以上です。 

○17番（井上勝彦君）場所は。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）その市民の申請に

基づくもんでございまして、場所については

まだわかりません。申しわけございません。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）同じぺージ18ページの

河川管理に要する経費の中の急傾斜地崩壊の

対策の負担金ですが、住民の命を守るための

崖崩れを防止するための事業をやっていただ

けるということで４箇所挙がっておりますが、

この４箇所の詳しい場所を教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）場所につきまして

は、霜草、山内、西畑、下兵庫でございます。

よろしいですか。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ありませんので、次に、

10款教育費、11款災害復旧費、19ページから

22ページまで質疑ありませんか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

ちょっとたくさん、三つか四つあるんで、メ

モのほうをお願いします。 

 20ページでございます。真ん中のほう、中

学校教育振興に要する経費の部活動指導員報

酬ですかね。これは件数とクラブの内容を参

考までに教えてほしいのと、いいことをして

いると思いますので、今後こういうのを広め

ていくかというご意思があるかどうかをお聞

きします。 

 その１個下、中学校の空調なんですけど、

15工事請負費なんですけども、これは既に先

ほどから議論しとるところに行くんですけど

も、もともと設計してあったということにな

りますので、建設部長が言われたように、殺

人的暑さ、表現は僕すばらしいと思います。

言葉はあれとして表現はすごい伝わってきま

す。だから、近年、物すごく暑くなったこと

に対して、昔の設計図面の動力、容量で今が

対応できるのか。ここをちょっと設計に対し

てお伺いしたいと思います。 

 それと関連して、エアコンなんで、冬のこ

とを考えたときの能力も兼ねているのかとい
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うことを聞きたいのと、もう一個は、管財課、

総務部長にお伺いするんですけど、ちょっと

これは答えれれへんだら、枠内じゃないとい

うんであれば別に結構です。後で聞きにいく

んですけども、もしいけるんであれば、質問

の答えのときにいただいた管財課が努力して

電気代を下げとるという、そういう契約電力

の加減で言うたら、図書室は灯油でいくとい

う話やったと思うんですけど、僕はあるんで

あれば冬エアコンはスイッチ入れるべきやと

考えるんで、もしあれやったら人感センター

とか、今市役所館内は必要ないのに人感セン

サーがついとったりとかあるんですけど、学

校こそ人感センサーつけて冬に対応してこの

能力と、灯油の値段でいったときの走行距離

と管財からのデータに基づいて電気代でいっ

たときの能力、ここを設計に今後ちょっとグ

レードアップできないかということを総務部

長にお伺いします。 

 もう一個です。22ページの文化財保護に要

する経費です。これ黒河道がどれて災害復旧

やっとしていただけるということなんですけ

ど、工事は近々やるというふうに聞いとるん

ですけども、これは世界遺産バッファゾーン

等々にかかる文科省の枠に係っとるんで、す

ぐに迅速に建設部長なんかすぐに対応するよ

というふうな姿勢でおってくれたんやけど、

これは世界遺産にかかるんですぐに対応でき

ないということで１年来たんですけど、今後

世界遺産を持つ市としてこういったことが起

こったときの対応策と、これはどのような工

事になるのか簡単に説明していただけたらと

思います。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）私のほうからまず一

点目の部活動の指導員報酬、20ページにお答

えさせていただきます。これはかつては外部

指導者という制度で適用されていました。た

だ、例えば、学校の中に専門的な教員がいな

いとか、また教職員の超過勤務等で新しい制

度ができまして、部活動指導員という制度に

変わっています。ですから、従来適用してい

た外部指導者の形を部活動指導員、そしてこ

の部活動指導員につきましては、市の非常勤

講師扱いとなります。よって、部活動の引率

等も兼ねることができることができるという

形で、従来から活動していただいた方々につ

いて今年もまたお願いしていきたいと。ただ

し、新しい制度でございますので、いわゆる

市の非常勤という制度に変わりますので、市

も責任を持って選定をしていく必要があると

思っています。 

 人数につきましては、約10名を予定してい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）私へのおただしは

二点かと思います。 

 現在、設計の見直しについてしているのか

ということですが、それにつきましては27年

度の設計になりますので、教室等の数も変わ

ってきておりますので、現場へ入って設計の

見直しはさせていただいています。その中で、

暑さというのは反映はされていません。あく

までも広さとか天井の高さとか、そういうこ

とを判断して能力を満たす選定をしておりま

す。 

 それと、もう一点、暖房も踏まえているの

かという話、設計的には暖房も踏まえた形に

なっております。設計的には。運用はちょっ

とわかりませんけども。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）冬場のエアコンの

利用ということでコスト比較というようなお

話でしたけれども、私どものほうで総務部の
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ほうではコスト比較はしておりません。それ

で、教育委員会のほうでエアコンを使うか、

それと暖房をほかのファンヒーターとかそう

いうことで対応するかについてはコスト比較

をして、当然対応をしていただけるというふ

うに考えておりますので、総合的に見て経費

が低いほうでの対応をしていただきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）黒河道の災害復旧

についてお答えをします。 

 このたびの工事につきましては、29年の10

月の台風21号により被災した賢堂地内のとこ

ろで崖崩れでございます。延長にして37.3ｍ

で崩れておるということで、高さ５ｍ程度と

いうところで、ここにつきましては工法的に

かご枠を組んで、今、段々にして崩れるとこ

ろを塞いでいくという工事でございます。 

 今後の緊急的な対応ですけども、なかなか

文化財ということで一気に工事に入っていく

ということは難しいということでありますけ

ども、県の担当者とも順次頻繁に連絡をとり

ながら、そういう対応を今後やっていきたい

と考えております。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

たくさん聞いたのに答弁もれなしで、完璧な

ご答弁ありがとうございます。 

 ちょっと建設部長にお伺いするんですけど

も、高さ、容量的には見直しと言いますけど、

高さ、容量は多分変わっていないと思うんで

す、体積は。教室の数は変わっとったとして

も。ということは、近年まれに見る暑さとい

うことは、冬はもっと寒いかもしれないとい

うソフト的な対応での機種選定を指すわけで

あって、今が８馬力であればちょっと10馬力

にしとこうやないかとか、その根拠というの

はやっぱり建設部長しかわからんと思います

ので、それを要望ということでよろしく。い

けたらで結構でございますので、そういう容

量的なのにはそういうことを指すんであって、

教室の形は多分ここ数年変わっていないと思

いますので、家具が増えたりとかそういうの

はあるかもわからないですけど、そういった

意味で問わせてもうたんで、その点は答弁は

どっちでもいいですけど、よろしくお願いし

ます。 

 すいません、教育長さんに言われた外部指

導のほうなんですけど、これちょっと再質問

をもう一個させていただきたいんですけど、

いいことをしているんですごい僕はこれはず

っとこういうことをしてほしい。ほんであと

引率とかそんなんも責任、学校とクラブの線

引きというのができなくて、引率であったり

とか今までこのグレーゾーンやったのが、こ

れができたことによってきっちり引率できる

というのはすばらしいことやと思います。予

算があったらもうちょっと学校の先生が本来

の業務にいけるように、クラブのほうで助っ

人が入るというのはすごいありがたいですし、

子どもらにもいいことやと思います。 

 そこで、伺うんですけども、今10名という

ふうになっとるんですけど、今現状これ以外

でボランティアで指導員来てくれとる人とか、

今後いろんな手助けしてくれた人の線引きと

いうんですかね、賃金のあるないとか非常勤

とかそういうんじゃなくて、助っ人で来てく

れとる人とかボランティア的な人で来てくれ

とるときの引率とかそういう位置づけという

んかな、お金を欲しいから言うとるんとちゃ

うんです。お金欲して行っとる人ばっかりじ

ゃないんで、ボランティアで指導来てくれと

る人とかの引率とかその責任の権限というか、

そこの線引きがちょっと、今後グレートアッ

プしていっていただきたいという気持ちも込

めて、お伺いさせていただきます。 
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 最後に、黒河道の教育部長のご答弁なんで

すけど、世界遺産を持つ市として今回は初め

ての出来事なんであれなんですけど、いくら

世界遺産と言えども、その下にやはり賢堂区

民の住民がすぐそばに住んどると。だから、

迅速な対応とかそういうことを言うとるんじ

ゃなくて、これをきっかけに、切り口に今後

こういうふうなことが起こったらこの程度の

処理法でぱっといこうなというような定義を

つくるであったりとか、やっぱり今回の台風

で倒木あるんで、高野山のほう、九度山のほ

うがどっちみち通れないんで通行禁止という

のはすぐに対応できるんですけども、こうい

う高野、九度山の道中が通行可能であって、

入り口のうちらだけが何かの加減でこういう

ふうなことになってしまったときの、やはり

助けるルールというのは、今後やっぱり協議

していっていただきたいというのは、これは

答弁結構なんでそれは要望なんですけど、や

はりこういうコンクリートとか、世界遺産な

んでハード的な重機を入れれないというのは

僕もようわかっとるんで、やっぱり形づくり

というのを検討していただきたいと思うんで

すけど、そこだけちょっとお願いします。 

 以上、三つでございます。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）先ほどの私の答弁、

ちょっと説明不足で申しわけございません。

見直しというのは、あくまでも現場へ入って

の教室の数とかという意味合いでかかってい

まして、設計に反映するって、基本的な中で、

要するに教室の容量ということで、広さ、高

さで基準が決まっております。それで設計し

ておるんですけど、暑いさかい１馬力アップ

とか２馬力アップとか、機種を上げるとかと

いう話なんですけど、あくまでもこの事業、

ちょっとでもコスト縮減を私ども努めていま

して、安くするためにという意味じゃないで

す。補助をいただくためにはその基準を守ら

なければならないが故に、そういう意味での

機種のランク１段上げるというのはちょっと

困難かというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ボランティアで部活

動等支援していただける方の配慮といいます

か、それにお答えさせていただきます。 

 確かに、かなりの方々が学校に入って、い

ろいろ部活動等についてボランティアをして

いただいているというのは現実的にあります

し、教育委員会としても大変ありがたく思っ

ています。ただ、そのボランティアのありよ

うによっては、いろんな問題も生じる場合も

ございます。学校と教育委員会でパイプを太

くしながら、ボランティアの方に支援できる

ことは支援させていただきます。学校からの

情報、また私たちもお話を聞かせていただい

て一緒になって協議させていただいて、全て

支援できるとは限りませんけども、自分たち

で支援できるところは支援していきたいと、

そのように思っています。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）議員おただしのと

おり、緊急にとか、ほかのルートを通れてい

るのに入り口のところで不便があるとかいう

ことについては、簡易というような県の判断

もいただきながら、そういうふうに早急に対

応できるように考えていきたいとは思ってお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）20ページの中学校建設

に要する経費の空調の部分です。これちょっ

と何点かお聞きしたいと思います。 

 今回、すごく暑いということで繰り返しに

なりますけども、エアコン設置ということで
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大変うれしくは思っております。それを前提

として聞いていきたいのが、先ほどからお話

があるように、中学校においては27年に設計

してあると。これから設計まだしない部分の

小学校に関しては、これからプロポーザルを

使ってやっていくという話だったと思います。

やっぱりきっちり工期を守っていきたいとい

うのと、財源をきっちりと少なくしていきた

いという観点で進めていっていただいている

と思うんですけども、まずちょっと関係ない

話かもしれませんけど、全国いろんな自治体

を見てて、議会の仕組みを見てて、俺、ここ

ちょっとあれかなと思う部分がありまして。 

 というのが、すごい大型事業とか、何年に

もわたって進めていく事業の中で、もちろん

時代背景は変わっていきますからその都度そ

の都度何が適切かというのは変わっていくと

は思うんですけども、行政が進めるやつとい

うのは１回決めて進めていくと、途中で変更

できない。またそこで変更すると、また我々

議会に言われるから変更しづらいよというよ

うな力というのが、僕は全国的によくあるか

なというふうに思っているんです。その辺を

また鑑みて今回考えてみたときに、平成27年

度の設計の中では、今回は電気で動力はいく、

空調は電気でいくという話を聞いています。

ただ、一方で、プロポーザルのものに関して

は、ガスも含めていろんな見解を聞いて、い

かにランニングコストも安くしていくのかと

いう観点も入れて鑑みていくと。 

 一方で、先日の学文路の公民館の物事にお

いてもそうです。学文路地区の公民館建設に

おいても、防災の観点、ランニングコストの

観点とか総合的に見たときに、ガスで導入し

ていっていただいていると思うんです。とい

うふうに時代背景も変わっていく中で、平成

27年に設計を出したから、お金を使ってした

からと言って、それだけを理由で今回電気で

いくというふうに、休会中に調査している中

で教育委員会から聞いとるんですけども、そ

れは仕事している側の都合の話でありまして、

やっぱり住民がこれからランニングコストも

含めて払っていくべきですから、１回決めた

から電気でいくのよというのは僕は理由に当

たらないと思っているんです。 

 そのときもお聞きしたのは、ガスでいくの

か電気でいくのか、１回調査ってこれ再度か

けるべきちゃいますかという話もさせてもう

たんですけど、１回決めたんでこれでいきま

すと。それはやっぱり違うんじゃないかなと

僕は思っていまして、なので、そんな27年か

ら今時間もたっている中で、今後きっちりと

ガスやったらどうなのか、電気やったらどう

なのかというのは、もう一回採算というか考

えるべきやと僕は思っているんですね。なの

で、その辺を１回比べる。比べた結果、この

案件に関しては電気がいいとなったらいいと

は思うんですけども、そこはもう一回、きっ

ちりと僕は考えるべきやと思いますので、そ

れを考える意思があるのかどうかということ

を聞かせていただきたいと思います。 

 ほんで、実際ガスに変えたとしてですけど、

設計ありますけど、全部やり直す必要はない

と聞いています。外にある室外機じゃないで

すけどそれだけを変えるだけで現実にはいけ

るということなので、前に2,800万円ほどかけ

て設計していますけど、またそんな同じ金額

がかかるということでもないので、そこは柔

軟にまた検討していっていただきたいのと、

仮にですけど、今電気で進めていきたいと多

分思っていると思うんですけども、そうなっ

たときに、今後、小・中学校、財源の話です。

ランニングコストって、だいたいどれぐらい

をイメージをされているのかというところも、

ちょっと今回聞いておきたいと思います。 

 あと、もう一個ですね。これは市長部局の
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ほうになりますが、財源のことです。市長も

すごく尽力していただいて、これからまた国

にも要望に行っていただいたりとか、また議

会でできること等々も要望というのはしてい

かなあかんなとは思っています。ですけど、

少なからず借金を多くする中で進めていく事

業にはなってくると思います。今後の財政運

営の中で、やっぱり地方交付税も減っていき

ます。税収も減っていく中で、必ず事業は削

っていかなあかん分って出てくると思うんで

すね。なので、この際、今まで厳しかった、

先日ちらっとお話しされましたけども、医療

費の観点でも受益者負担を求めていくとか、

本当にちょっと厳しい決断をしていかなあか

んとは僕は思っているんです、さまざまな観

点で。その辺の覚悟といいますか、これから

また精査していくとは思うんですけども、今

の今後のこれからの思いと言うんですかね、

その辺も今回聞いておきたいと思います。 

 とりあえず、１回目これで終わります。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）まず一点目の中学

校のエアコンの動力の見直しに関しましては、

議員おただしのことも重々わかるわけでござ

いますけども、教育委員会としては、来年の

暑いときまでにというか、夏の終わりまでに

は、何とか中学校にはつけていきたいという

ふうに、努力していきたいというふうに考え

ていますので、そういうことで今から設計を

見直したりするになりましたら間に合わない

のかなということもございますので、電気で

いきたいと考えています。 

 それと、電気代のことにつきましては、今

ある設計で試算をしたところ、６月、７月、

８月の50日間ぐらいの稼働でするとすれば、

約400万円程度の上昇といいますか、になろう

かと試算をしておるところです。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）小西議員の質問にお答

えをします。 

 本当に現実的には、私の中でもどうしよう

かなと思っています。財源もどのような手当

てをしようかというふうに思っています。財

政当局も今、努力をしてくれておりまして、

どういう形で財源を確保していくのか。もし

つかなかったときはどういうふうにしていく

のかというふうな、今の予算はつかなかった

ときのケースも想定しながら予算を上げてい

っています。 

 これからの財政運営につきましても、今大

変悩んでいます。なかなかお金が要る話も一

般質問でしていただきましたけど、基本断わ

りましたけども、その中でもう一度、一つ目

は財政健全化計画を見直していきます。その

中でスクラップばかりになるかもわかりませ

んが、一部そういう部分も出てこようかなと

いうふうに思います。教育委員会ばかりに予

算を使いわけにもいきませんので、今、副市

長、理事を中心になって公共施設の整備計画、

年度年度にどういう事業を整備をしていくの

か。とにかく公共施設は古いもんですから順

次やっていかなあかんという、そういう問題

もあります。その中の整備計画を１年、２年

遅らすというようなことも考えていかなけれ

ば対応できないかなというふうに思っており

まして、また起債の償還についても、例えば、

３年据え置いて、10年で返すとなったら７年

間で返さなあかんので、その負担を、例えば、

３年据え置いて15年で返す方法はないんか。

その年の負担をどれだけ抑えていくんかとい

うのを今、財政課のほうで検討もしていただ

いておりますので、今後については、とにか

くエアコンにつきましては、中学校は来年、

できたら、間に合わないかもしれませんけど
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夏までにやって、８月末まで。小学校につい

ては32年の６月やったと思いますけど、そう

いうふうな形でやり遂げたいというふうに思

っています。 

 大変厳しい状況の中での財源確保という部

分をこれから進めていきますし、来月には文

部科学省であったり国会議員、そして、あと

は高野口小学校は重要文化財なんで、これの

費用が文化財なんで直接室外機とかそういう

ものがつけられるんか、どういう方法がある

んかというのもこれから検討していくという

ことにもなりますし、新しいあやの台小学校、

また橋本小・中学校、これもどういう対応が

できるのかということも、まだまだたくさん

の課題を抱えていますので、その中で随時エ

アコンについてはできるだけチーム橋本とい

う形で市長部局も入ってしっかりと対応をし

ていきたい。できるだけ早い時期の完成をめ

ざしていきたいと思っています。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）市長ありがとうござい

ます。これからもう一回、財政健全化計画の

見直しも含めて、また要望活動等々も含めて、

本当に厳しいこの財政状況の中で勇気を出し

て決断をしていっていただくのと、これから、

またさらに汗をかいていかなくちゃいけんな

という認識を持ちました。 

 その上で先ほどの答弁です。電気でいくと

いうことですけども、早くつけたいのは僕も

一緒です。みんな一緒なんですけども、ただ、

今回、設計してある分に関しては、来年８月

末までにつけていきたい。一方、小学校の１

年生から６年生までもうちょい小さい子ども

たちがおるところは、プロポでも来年、再来

年になるわけですよね。ですから、来年１年

は、小学校においてはまだ暑いんですよ。そ

れは現実あるんです。 

 なので、早いにこしたことはないんですけ

ど、じゃあ、どうしていくのと考えたときに、

もちろん教育委員会もご存じやと思うんです

けど、全国で夏休みの期間なんてほんまに全

国ばらばらです。今までずっとこの日にちで

来ていたから、これがベターや、橋本市はベ

ター、全然そんなことはなくて、夏、冬、春

も含めて、もっとお金、エアコンだけつける

だけじゃなくても、対処すぐにできることっ

てあると思うんですよ。その辺って検討され

たんですかね。 

 その辺も検討した上で、もう一個、中学校

は入る、小学校は入らない、その辺も考えて、

これからのランニングコストも考えたら、や

っぱりそこは概算、電気なのかガスなのか出

すべきやと思うんです。その話を聞いていた

ら、出さない理由には到底及ばないと僕はそ

ういうふうに思うんです。なので、その辺を

もう一回検討していっていただきたいと思い

ますし、副市長にお聞きしたいんですけど、

やっぱりこんな財政状況、今、市長もかなり

厳しい決断の中でしていくという答弁をもら

っています。その辺って、これからずっとエ

アコンも何十年使っていくものですから、き

っちり今できるときに、きっちり概算を出す

必要性は、ある意味説明責任としてもあるん

ではないかとそういうふうにも考えるんです

けども、副市長、いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）考え方としては、議

員おっしゃるとおりかというふうに思います。

ただ、先ほど教育委員会のほうからも申し上

げましたように、この酷暑の中で小・中学、

設計のできている中学校だけでも速やかな施

工をしたいという、これが一つ大きな大前提

になっていますので、そこも含めてご理解を

いただきたいというふうに思うんですけども、

ただし、検討はしていないという現実もあり

ますので、検討がどのくらいの期間でできる
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のか、そういうことも含めて、できるのであ

ればする必要はあろうかなというふうには思

います。ただ、検討の結果、施工期間の問題

もありますので、どちらになるかということ

はそういう点も含めまして、一番の大前提を

含めてちょっと検討をさせていただきたいと

思います。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時59分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 10款教育費、11款災害復旧費、19ページか

ら22ページまで質疑ありませんか。 

 15番 中本君。 

○15番（中本正人君）災害復旧費についてお

伺いしたいと思います。 

 工事請負費として、１億9,000万円の出てい

るんで、これ市道根古線と根古川線の災害復

旧費だと思うんですけども、これ見たとき、

私、これは多分昨年の台風21号の災害費だと

思うんですけども、これまだあるんかなと思

ってびっくりしたんですけども、まだこれ以

外に昨年の台風21号の災害についての復旧と

いうのまだあるのかどうかというのが一点。 

 そして、まず修理をしたとして、昨年の台

風21号の復旧費の総額というのはいくらぐら

いあるのか、その二点だけお伺いします。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）今の二点のおただ

しですけども、まず一点目のおただしにつき

ましては、ちょっと流れから説明させていた

だきます。去年の台風21号、甚大な被害でし

たんやけども、そのときに査定を受けた総額

が４億8,656万6,000円でございました。それ

でその査定を受けてからすぐに、１月専決で

予算づけを行っております。それで、あと年

度内に契約したの、それから未契約で繰り越

ししたの等もございます。そんな中で、今回

補正でお願いしている２件の市道根古線と根

古川につきましては、現年災害のほうが補助

裏の起債が有利であるというようなことから、

予算づけ、１月専決で行っていたんですけど

も、この２件に関しましてはいろいろ国との

協議が長引いておりまして、それが確定した

のが最近でございます。 

 そんな中で結構高額になりまして繰り越し

が必要になってまいりますので、事故繰りと

いうことになるので、１月専決でつけていた

だいた予算は流させていただいて、９月専決

で１億9,000万円上げさせていただいていま

す。 

 それと、あと根古線に関しましては債務負

担を打たせていただきまして、30年、31年で

４億円ということです。この工事で全て21号

の台風の災害、国庫補助の市道災害、河川災

害は終わりです。 

 それで、総額ですけども、先ほど査定額は

言わせてもうたんですけど、全ての工事終わ

ってないんではっきりしたことは言えません

けど、が故に、設計ベースで申しますと、約

５億4,200万円ということになっております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）わかりました。確かに

部長の説得力のある答弁、本当によくわかり

ました。ありがとうございました。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）20ページの中学校の空

調のところでお願いします。 

 先ほどからもずっと質問が続いていたんで

すけれども、今年の夏は本当に暑かったとい
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うことで空調をつけることになったというこ

とは本当によかったと思うんです。ただ、教

室によっていろいろな条件があって、風通し

のいいところとかいろいろ条件があって、そ

れぞれに違うとは思うんですけれども、実際

にそれぞれの教室に湿度計というか、そうい

うのをつけられているのかどうかということ

と、それと、やっぱり何よりも来年の夏、で

きるだけ６月中には設置するということが一

番求められているんではないかと思うんです

けど、なかなか先ほどからの話では、頑張る

けれども中学校については来年の８月末かな

というふうなお話はあったんですが、これを

何とか６月中につける方向ではできないのか

どうかということについてお尋ねします。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）まず、教室の乾湿計

なんですけども、ついているところとついて

いないところとございます。ただ、学校全体

で今何度ですよということは、生徒等には、

また児童にはお知らせというんか、あまりに

も湿度が高くて気温が高い場合は、お知らせ

をさせていただいています。 

 それから、工事を６月までにということで

すけども、全力でやらせていただきますけど

も、６月でということは確約はできません。

先ほど19番議員からのお話もありましたよう

に、学校管理規則で冬休み、夏休み、春休み

は決まっております、期日は。ただし、特別

な事情は、授業日数を減じない限りにおいて

その日々を変更することは可能であるという

ことで、今回そういう形で、できましたら夏

休みを前に倒していきたいというふうに思っ

ています。そういう形で対応を考えていきた

いと思っていますので、ご理解をお願いしま

す。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）すいません、20ページ

の１個目が、プロポーザルの１万4,000円につ

いてお伺いしたいんですけれども、この報酬

１万4,000円ということは、今年度は１回ぐら

いの会議というので正しいんかどうかという

のが一つ。 

 もう一つが、その下の中学校の施設工事の

599万円、これ上に小学校の工事の減額がある

んで、入札差額とかで中学校振りかえて急が

んなんところがあるということやと私のほう

が推測しとるんですけども、これは紀見北の

屋上なんかなというのは思っとるんですけど

も、そこで間違いないですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）一点目のプロポー

ザルの委員の報酬につきましては、議員おた

だしのとおり、日額7,000円ということの２人

分というようになっています。 

 それと、先ほどありました小学校の工事の

請負費、これの減額につきましては紀見小学

校のろ過器の改修工事が差額を出たというこ

とで、その分を中学校の施設整備工事費、こ

ちらについては紀見北中学校の屋上防水工事

のまだより広い範囲ができるようにというこ

とで、こちらにつけかえをさせていただいた

ところです。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ２番 石橋君。 

○２番（石橋英和君）22ページの東部コミュ

ニティセンターの修繕費、この内容を教えて

ください。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）東部コミュニティ

センターの需用費の修繕代ですけども、東部

コミュニティセンターにございます舞台の巻

き上げのワイヤーがあるんですけども、それ

につきまして点検をしていただいたところ、
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非常に危険であるということなので、そのワ

イヤーの取りかえということで19万円を計上

させていただいております。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんので、

歳出を終わります。 

 ５ページをお開きください。歳入全般につ

いて行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ありませんので、歳入

を終わります。 

 それでは、歳入・歳出全般について行いま

す。 

 質疑ありませんか。 

 17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）ちょっと三つほど教え

てください。 

 12ページの管財、管理に要する経費修繕料

が220万円かな、修繕料。それがどんなもんか

ということと、それからその下に人権対策に

要する経費で、これも修繕料100万円出ており

ます。それについて、その修繕料はどこです

か。 

 それから、もう一つは20ページ。20ページ

は皆さんもう質問していただいたんですけれ

ども、中学校の空調の設備なんですけども、

各中学校五つほどあるんかな。その五つのう

ちに、例えば、高野口中学校、紀見中学校っ

てあるんやけど、その学校の教室につける個

数、個数ということないけど、27年度から設

計されとるんですけども、子どもの多い少な

いがあって、教室そのものにつける個数とい

うのはまだ今は出ていないんですかね、数量。

数量というんか各学校の、１年生から３年生

までの部屋数というか個数というんですか。

それが５箇所やったら、どこそこ何ぼ、どこ

そこ何ぼというのはあったら、ちょっと答弁

願いたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）まず、財産管理の

220万5,000円の内訳でございますけれども、

これにつきましては、先ほど地震でブロック

塀の倒壊等があったということで、管財所管

の施設のブロック塀を点検いたしまして、そ

の中で元伏原保育園跡地と元高野口幹部交番

等跡地につきましてブロック塀が危険という

ことがありましたので、その撤去費用。元伏

原保育園につきましてはブロック塀の撤去と

侵入防止のフェンス設置。それと高野口幹部

交番跡につきましては、ブロック塀の撤去、

それとフェンスは設置せずにロープ等により

侵入防止ということで、フェンスの設置は行

わないということで、元伏原保育園跡地が154

万5,480円、元高野口幹部交番が65万8,800円

となっております。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）人権対策に要

する経費の修繕料の内訳なんですけども、こ

れについては神野々のふれあい会館にありま

すブロック塀の撤去及びフェンスの復旧とい

うことで延長19.7ｍ、復旧も同様でございま

す。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）中学校の教室数に

ついてお答えします。 

 設計段階では90教室ということでございま

した。先ほど建設部長からございましたよう

に、今、各学校を回っておりまして、教室の

数についてはまだ確定はしておりませんが、

90より増えることはないということでござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）各学校の教室数という

のはわかっているんですか。各学校の一つ一
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つの、例えば、紀見東が何教室。全体しかわ

かっていないということですね。全体のみで

しか今わからないみたいです。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時13分 休憩） 

                     

（午後１時13分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）再開いたします。 

 教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）すいません。90の

ときの各学校の数を申し上げます。橋本中央

中学校については20教室、隅田中学校につい

ては17教室、紀見東中学校については19教室、

紀見北中学校については17教室、高野口中学

校については17教室の90教室になっています。

それぞれの学校を今、現場へ入って、いろい

ろ、必要、不必要も検討しながら数を決めて

いっているところでございます。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）市民部長、ふれあい会

館たら、どこのふれあい会館ですか。 

○議長（岡 弘悟君）神野々です。 

○17番（井上勝彦君）ありがとうございます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 20番 辻本君。 

○20番（辻本 勉君）いろいろ出とるんです

けど債務負担行為のところで、小・中学校の

空調の関係なんですけども、市長にお礼を申

し上げておきたいのは、市長の１期目の公約

で四つほどありまして、その中に小・中学校

のエアコンの導入というのがあります。それ

を含めて、中学生の医療費無料化とか、デマ

ンドタクシーとか、市民のための市民病院と

いうことで、この辺四つの課題についてクリ

アをいただけたということについては大変あ

りがたく思っております。 

 しかしながら、今回のエアコンなんですけ

ども、先ほどから若干意見が出とるんですけ

ども、中学校は８月の末ぐらいということに

なれば、来年度ほとんど稼働できないという

状況になろうかと思うんですけども、この辺

が子どもを持つお母さん方の意見としては、

なぜ中学校が先なんやと。いろんな事情はあ

ってやむを得ない部分はあるんですけども、

親の考え方で言うたら、やっぱり小さい子ど

もが一番先ちゃうんかいよと。体力的にも十

分でないということなんで。その辺からいき

ますと、ちょっと説明をきちっとやっぱりや

っていただきたいなと。なぜ中学校から先や

らないかんのやということを、我々もそうで

すけども、説明をやっぱりやっていただけた

らありがたいんですけども、そうなっていた

ら、中学校のほうも来年度はあまりエアコン

が使えないという状況になるんであれば、も

っとゆっくり考えながら、橋本市、和歌山県

下でもほかのところ結構ついているところも

あるんですけども、後発であるんであれば、

それなりに一番すばらしいものといいますか、

いいものをやっぱりつけてあげたい。つけて

いくべきやと思うんですけども、それであれ

ば、もっとゆっくり中学校についても議論を

していくべきではないんかなと。 

 先ほど電気じゃなくてもガスでもいいんち

ゃうかというそういういろんな意見も出てい

たんで、それをやはり十分検討して、どっち

が現時点では、これ時代によっていろいろ電

気とガスの問題はあろうかと思うんですけど

も、現時点で最善のものをつくっていくとい

うのが行政としても大事なことではないんか

なと思うんで、その辺も含めて中学校の分が

来年夏に間に合うと、６月ぐらいから、工事

の関係で最善の努力をいただいて、５月中ぐ

らい、６月初めぐらいに設置できるんであれ

ば何も問題はないと思うんですけども、遅れ

ていくんであれば、もっと十分議論した中で

いいものをつくっていくということにするの
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がベターでは私はないんかなと。来年夏も間

に合えへんのやったら、再来年の夏、小学校

と一緒に、再来年の５月ぐらいまでに中学校

にももっといいものを検討してつくっていく

のがいいんじゃないかなと私は思うんですけ

ども、基本は一日も早く、一年でも早く、子

どもたちに快適な学校生活を送っていただく

ということでエアコン設置は早くやっていた

だきたいんですけども、基本は中学校につい

ても、できれば来年の夏に間に合うようにし

てもらいたい。できひんのであれば、もっと

もっと十分議論していいものをつくってほし

いなと。 

 プロポーザルでやって、小学校のほうにつ

いては来年、再来年と言うんですけども、プ

ロポーザルでやるんであればもっと早くでき

ないんかなとは思うんですけども、現時点で

確実にというか、努力したら何月までにでき

る、中学校についても何月までにできるんか

な、小学校はいつまでにできるんやというこ

とを現時点で言ってもらえることはできない

んでしょうかね。中学校は８月末と言うては

りますけども、それが１カ月、２カ月早くで

きないもんかなという思いなんですけども、

その辺の努力というのはやってもらえるとい

うか、見通しを立てられるんかな。どうでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）辻本議員の質問にお答

えをします。 

 中学校５校、小学校14校、一挙19校、これ

をいっぺんに１年でやれというのは全く難し

い。中学校でも現状では、今からやってまた

臨時議会をお願いして、業者の選択、指名と

いうこともやっていくというような現状の公

共施設をつくる場合の入札制度の中では、な

かなか難しいのかなというふうに思っていま

す。 

 もう一点、学校があいているときに果たし

てどこまで工事ができるのか。今、教育委員

会にプロポーザルにしてもいつといつの時期

に工事ができるのかというような当然仕様も

出していかんと非常に難しいのかなというふ

うに思っていて、今としてはできるだけ早く

つけるというふうなことしか答えられないの

が現状です。通常でいっても、やはり８月末

というのも相当厳しいのかなというふうにも

認識をしていて、結構、民間であったら簡単

に設計、施工を起こしてできることが、公告

の期間であるとか、いろいろそういうものも

のを入れていくとなかなか厳しい現実ではな

いのかな。 

 ただ、早くする努力はしていきたいという

ふうには思っています。先ほどお答えしてい

ませんけども、要は物品調達ができるプロポ

ーザルにしても、そういうところでないと、

もしその物品調達ができなかったときにはエ

アコンがつけられないという、例えば、全国

一斉で予算がついた、文部科学省が予算をつ

けたとなったときに、多分、全国で半分以上

の学校が一斉につけにくるとなると、実際に、

本当に物品調達というのが可能なんかどうか

という。そうなったとき、例えば、補助金つ

いてその年度内にでけへんだときの返還とい

うような、そういうことがないのかどうか。

今まださまざまな課題がある中で、とにかく

市内のＰＴＡ連合会からも、個人の市民の皆

さんからの市長への手紙も要望書もある中で、

思い切って踏み切ったと。少しでも早い期間

内につくりあげていくという協議も、実は昨

日開きまして、どうよというふうな話もして

いるんですけども、やっぱり現状の入札制度

の中では結構時間を見らなあかん。そして、

学校ですので、工事が本当にいつできるのか

という。キュービクルだけの工事を先に先行
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さすのか、当然、配線とかするときに学校の

授業中やってていいのかというふうな、工事

の安全性ということも十分加味をしとかなあ

かんのかなというふうに思っています。 

 先ほどからガス、電気という議論もあるん

ですけども、それはまたなかなかガスという

理解をしてもらうのに、例えば、ガスに決ま

ったとしても、プロパンガスということにな

りますと、一部の父兄からガスもれしたらど

うするんや、爆発したらどうするんやという

ふうなご意見もいただいたときには、またそ

の期間、説明とかで時間がかかるというふう

な、正直言って今どういうふうになっていく

のか非常に厳しい状況の中で、今回こういう

災害とも言われる酷暑の中で少しでも子ども

たちの環境をよく、学習環境をよくしていく

ためにやっていくという決断をしました。 

 先ほども言いましたように、予算的な財源

的には問題も全く解決できていない中で、今

回の予算につきましては補助金がついていな

いというような状況での予算を組ませていた

だいています。これから補助金のかさ上げ等

も国にお願いをしながら、少しでも財政負担

を軽くしていこうという努力はしていきます

が、できるだけ早いうちにはつけていきたい

と思っています。なかなか19校いっぺんに１

年でやるというのは、ちょっと物理的には難

しいのかなというふうに思っています。 

 体力のない子どもということもあります。

でも、中学校は受験を控えているという問題

もあろうかと思いますので、今の現状の選択

の中では中学校を先にやって、そして小学校

14校を２年かけるような形。プロポーザルに

よってはもう少し早くなるような可能性もあ

るとは思いますが、できるだけの努力をして

まいりたいと思います。 

 先ほどからまたいい機器というようなお話

も出ましたけども、補助単価の話もあります

ので、なかなかやっぱり決められた文部科学

省が決まっている設備に合わせたような形で

現状進めていくというふうなことを考えてお

りますので、図書室のように十分冷えないと

いうふうなことはないようにしっかりと各教

室、学習環境がよく整うようにはしてまいり

たいと思いますので、ご理解をお願いしたい

と思います。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）先ほどから同じような

質問で同じような回答が来ているんですけど

も、私もやっぱり来年の暑さに合わせること

ができるだけできるようにしてもらえないか

と思うんです。それで、そういう話をしに行

ったときに、市当局の説明としては、授業中

はできないんで、その分やっぱりなかなかう

まいこといかんというようなお話で、それだ

ったらやむを得ないかなと思っていたんです

けども、今の市長のお話を伺ったら、民間だ

ったらちゃんとできるんだけれども、これま

でどおりの入札制度を踏襲していくとなれば、

こういう今のお示ししたのが最善だというよ

うなお話なんですけども、政府が災害だと、

この暑さは災害だと言われるぐらいの命の危

険がありますので、その辺いろいろと工夫で

きないものかと。 

 それから、授業中に工事できるかという点

なんですけども、例えば、空き教室がいっぱ

いあるんで、その場所を工事するときには空

き教室に移動してもらって、とにかく工事を

一番早く来年に間に合わすんだと、そういう

心がけでやっていただければ、今市長がおっ

しゃられたように、民間だったらできるんだ

けども今の制度では無理というような発想を

転換する必要もあるんじゃないかと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 
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〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）松浦議員の質問にお答

えします。 

 私もそれができるんであれば、ぜひやって

いきたいと思います。ただ、公告であったり、

行政の場合さまざまな準備とかいろいろして

いかなあきませんので、今の公共工事を見て

もらってもええように、例えば、６月議会に

出した市民病院の道路の改修にしても、まだ

なかなか動き出していってないというふうな

こともあります。結構、今の制度的、また法

律的な問題もクリアしていくことになると、

どうしても時間がかかってしまいます。その

中で早くやろうということになれば、学校の

協力をどのようにできるか。授業中に工事を

していいのかという、これは本来学校に子ど

もがいなくて１年間の余裕があったら、毎日

工事できるんですけども、現状では土日祝日

であるとか、春休み、夏休みの間しか工事が

できない。通常の建築工事でしたら毎日工事

をしていけるんですけども、現実的には学校

も授業している中でどれだけの工事をしてい

けるのかというような問題もありまして、授

業中にかんかんとんとん、じゃあ、やってい

いのかとなると、それはまた一部の父兄から

の苦情にもなってこようかと思います。そこ

は学校の協力、教育委員会がどういうふうな

考え方をして、工事をできる期間をどれだけ

確保できるかということになってこようかと

思います。 

 私もやる以上は一斉にやりたい、完成もさ

せたいんですけども、やっぱりなかなか14校

を１年、結局は19校を一度にというのは物理

的にかなり難しいのではないかと。ただ、一

日でも早くできるような方法を考えながら進

めていきたい。夏休みを７月の頭に持ってき

て工事期間をある程度確保するとか、できる

ところからやっていくとか、そういう工事の

期間が本当に１年であっても、結局はその中

で工事ができる時間というのが学校改修の場

合、大変難しい現状です。応其小学校も学文

路小学校も２年かけてやっているんですけど

も、実際に工事やっているのは夏休みを中心

にやっているという現状もあります。私もで

きたら一斉にやれればええとは思いますけど

も、できないことをここでお約束するわけに

もいきませんし、できるだけ早い取り組みは

これから教育委員会だけに任せておくんでは

なくて、市長部局も入って、ここの入札制度

の中でこれは変えられへんかというような今

実際協議もしているんです。そういう中でや

っていきたいと思っておりますので、１年以

内というのは、全部来年の夏というのは物理

的には難しいということで、ご理解をお願い

したいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）このことを聞いていい

んかちょっとお尋ねしたいんですけども、18

ページの市営住宅に関するところなんですけ

ども、修繕費と書いてますけども、空き家を

修繕しながらどんどん入居させていくことで

お聞きしたいんですけども、いいでしょうか。

長寿命化の計画で空き家入居可能の戸数、現

在のところ幾つあるのかと、昨年度の募集さ

れた戸数と、今年度の募集戸数の計画あるん

でしょうかなと思って。あきませんか。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時33分 休憩） 

                     

（午後１時34分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）再開いたします。 

 建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）この予算につきま

しては、この間の大阪北部地震で緊急性のあ

るやつをチェックしまして、その中で緊急性
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にあったブロック塀についての撤去するため

の工事費の予算でございます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）債務負担行為の設定の

ところでお尋ねします。 

 小学校空調設備整備事業６億5,400万円、中

学校空調設備整備事業、24ぺージです、１億

7,500万円、合計８億3,000万円というぐらい

のすごいお金なんですが、私、昨年の９月の

一般質問でエアコンについて質問いたしまし

た。そのときにやっぱり無理やという回答を

いただいておりまして、市長におかれまして

も無理やと、優先順位も無理やしということ

で、来年の市長選のマニフェストに、来年で

すんでそちらにお願いしますということで言

うたんですが、やっぱり載せてもらえずに、

期待外れで今回進んでおりました。 

 ところが、今年の気温ですね、昨年も大概

暑かったんですけども、今年、橋本市の７月

の真夏日、数えましたら28日間、35℃以上の

猛暑日が17日間ありました。やっぱり教育委

員会もこない暑かったら、８月になったら真

夏日が全部30℃以上で、そこも猛暑日が17日

ありました。さすがに教育委員会も市長をは

じめ、これは異常気象というよりも、気候変

動の時期に入ったというような感覚になった

んかというふうに思えるぐらいだったので、

これではやってくれるやろうなと思ったら、

やっぱりやってくれたのはありがたいんです。

これでよくぞ決意していただけたということ

で、私、物すごく感謝しておる次第です。 

 ところが、ここに８億3,000万円、もしかし

たらこのお金があれば、もしかしたら何かや

れとったお金を回されたのかなというふうに

逆に勘ぐってしまいまして、一体これのため

にできなくなった市民に対してのサービスが

あるんなら、何があかんだんかなって。何か

が消えていったんだろうかということが物す

ごく気になってきまして、それがもしお話し

していただける、このサービスをやめたんや

とかいうのがあれば、ここの場でお聞きした

いと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（岡 弘悟君）杉本議員、先ほどから

市長もお話しされていますけども、その予算

についてはまだ予算が決定しない中で、それ

をされているということなので、そういった

ことはないとは思うんですけども、杉本議員

もやっぱりご心配だと思いますので、一応、

答弁はいただきたいと思います。答弁願いま

す。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）杉本議員の質問にお答

えします。 

 債務負担行為というのは、逆にスムーズに

工事を進めていく限度額を設定したものなの

で、決してこれは財源ができたことではなく

て、これから２年間のお金が必要ですよとい

うことです。 

 先ほど何か減らしたんかとういうふうなこ

とでありましたが、とんでもない。まだ、そ

んな状況ではなくて、先ほどから説明してい

ますように、一応予算は基本的に補助金をつ

かなかったケースを想定して、予算を組んで

います。これからの動向の中で国がエアコン

の単価って、学校の補助単価って異様に低い

んで、やはりもう少しかさ上げをしてくれた

ら、例えば、補正予算債が使えるようになる

かもわからん。例えば、大規模改修事業でい

ける部分もある。補助金つけへんだら、単費

でやらな、全部借金を背負い込んでやるとい

う、まだそういうどういうふうに中身がなる

か全くわからない状況です。 
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 先ほど小西議員やったかな、に答えました

ように、これからそういう財源内容がどれだ

けの費用負担がかかってくるのかというのを

ちょっと見てみて、そして財政健全化計画の

見直しであったり、今、副市長、理事が中心

にやってもらっている、今までは政策調整会

議にかけて決めていたやつを、逆に年度別に

この年はこういう事業をはめていこうという

計画を今、立ててもらっているんですけども、

それを事業を遅らすとか、そういうことをし

ながらやっていきたいと思っています。 

 現実にはまだ何も、小学生の医療費をやめ

なあかんのかなというふうなお話はさせても

らいましたけど、現実、どこまでできるのか。

教育委員会のほうにばっかりお金かけて、そ

この違う部分のところの予算を削るというの

も逆に本末転倒かなというふうな思いもあり

まして、これからどういう方向で進めていく

のかというのを、決まりましたら、また議員

の皆さんにもご報告をさせていただきながら、

ただ、本当に財政が回らなくなるようになれ

ばスクラップを進めていくということになっ

てこようかと思います。 

 先ほども言いましたように、起債借りるに

しても、３年据え置きにして10年で返すと７

年間で割らなあかん。逆に、３年据え置きに

して15年間にしたら12年間で利息等つきます

から増えるんですけども、その年に返す金額

は抑えられる。そうなると、逆に少し財政に

余裕が出てくるようなことにもなろうかと思

います。現実、借金は増えるだけなんで、そ

ういう問題もある中で、これからしっかりと

財政計画も見直しながら、どういう方向で逆

にほかの老朽化施設の整備、道路とか橋梁の

緊急修繕とか出てこようかと思いますので、

そういう中でしっかりと議論を重ねながらや

っていきたいと思います。とにかく今は財源

をどう確保するかというのが一番の課題であ

りまして、また来月、文部科学省や国会議員

の先生にお願いに行きますけど、なかなか厳

しいかなというのが現状で、今年も地方交付

税と臨時財政対策債だけで１億5,000万円近

く減っています。これで特別交付税がどれだ

け減額になるんかというのも全く、これも現

状維持をお願いに行くんですけども、そうい

うようなこれからの状況の中でも、来年の地

方交付税がどうなる、臨在債がどうなるとい

うふうな動向も見据えながら、健全化計画と

いうのを見直していくというもっともっと難

しい部分のこともありますので、ひょっとし

たらもっと予算減額を少なくしていく必要が

あるかもわかりません。その中でどういう事

業をやめるとしたら判断していくかというの

は、じっくりと考えていきたいと思っていま

す。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今の市長のお言葉をま

とめますと、補助金、交付金をいただけなく

ても、橋本市は小・中学校に借金してでもエ

アコンをつけるというふうな考えでよろしい

んですね。よろしいですか。よろしいんでし

ょう。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）杉本議員の質問にお答

えします。 

 先ほどから言っていますように、とにかく

エアコンは設置していくという方向で進めて

おります。記事発表もしておりますので、そ

れを守っていくということでございます。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

市長、ありがとうございます。すごくわかり

やすくて、政治家としての判断も伝わるし、

説明責任の観点からこの債務負担を問わせて
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いただきます。ずれていたら議長とめてくだ

さい。 

 今のような説明、トップの説明をさせてし

まう当局側の職員にやっぱりちょっといかが

なもんかなと思うんです。私ら市民から選ん

でもうとる人間は、やはり説明責任というの

はついて回ることでございます。今回のはぐ

くむ条例とかを例えると、政策企画室長かな、

の熱意とか思いが伝わってくると、私らも血

が通っとんですね。やっぱりいいことをやっ

ているなというのが伝わる。エアコンつけて

あげたい。教育委員会も早期につけてあげた

いというのは伝わってくるんです。だから、

それをいかに外からの情報はどこでとまっと

るんか、上からの命令はどこで食い違っとる

んか、これが僕らこの議会で知りたい、僕は

知りたいんですね。 

 ということは、僕のご提案申し上げたいの

は、エックスデーというのが、例えば、つけ

る日をこの日に設定して逆算していって、政

治的に何をせなあかんのか、法律的に何をせ

なあかんのか、こんな工事の内容があるんだ

と、はぐくむ条例のときはタイムスケジュー

ルのグラフで、室長、示していただいたんで、

聞くことがないぐらいようわかったんです。

だから、教育委員会もそういうのんをやっぱ

り議決権を持っとる我々市民の代表に対して、

真摯に説明していただいたら、この日に多分

この議会でこの日に間に合わしますと言って

間に合えへんだときのことを考えて無難な選

択というか、うそはつけないという責任の観

点からそういうふうな答弁になっとると思う

んやけども、この日に間に合わすという日の

目標設定と、現実の日にちを設定して、何が

どうなるのかということをきっちりとやっぱ

り揉んでいただいたら、二元代表制で両輪と

言うんやったら、僕らが回っても横向いてそ

れるし、行政側が走り過ぎてもどっちかに曲

がるし、やっぱり真っすぐ端的に無駄のない

ように行こうと思ったら、こっちもやっぱり

それなりの議員がおられるんで、アイデアと

か、職員の若いアイデアもそうやし、私らの

アイデアも無駄にはならんと思うし、最低で

も同じ目標に向かってのきずなができるとい

うことも生まれてくるかと思うんです。 

 また、職員は退職されてその下の者に受け

継いでいって、議会がよくなるということは

市がよくなると言うんであれば、やはりその

寄り添う気持ちというのはちょっと、こっち

も言葉悪いことはおわびするんですけど、そ

こが足りないからやはりこうなるということ

で、もし可能であればそういうタイムスケジ

ュールを逆算して、やっぱりそういうのをや

っていこうやないかとか、工事内容もが学校

でしかわかれへんのであれば、この日にどん

どん音を鳴らすのは無理であるとか、やはり

配線工事とキュービクル工事をどう分けるか

とか、あとエアコン設置というのは壁からす

ぐベランダに出せるとか、何日かでいけると

か、無知な人間ばかりではございませんので、

やはり人の話を聞く、説明する、そこをやっ

ぱり、これはこうなんですと言われたら、こ

っちもやっぱり人間なんでちょっと腹立って

くる部分もあろうかと思いますので、もしこ

の要望がのんでもらえるんであればそういう

タイムスケジュール的な表示をしていただい

て、絶対の約束はしないよというのはわかっ

ていますので、この日に間に合わそうじゃな

いかということで、皆さんで協力し合いする

姿勢こそが子どものあれにつながるんかなと。

やはり財政のお金もそうですけども、病院と

かやったら命を助けるところには金行くのは

当然やし、命を育てるのがやっぱり教育なん

であれば、そこに何ぼでも金行ったらええと

思うんです。だから、そこをもうちょっと議

決権を持っとる我々に真摯にやっていただい
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たら、僕も無駄に怒ることがないと。そうい

うふうな感じでご提案したいんですけども、

教育当局の見解を答弁いただきたいです。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。真摯

に向き合っている課題を出してほしいという、

そういう形で取り組んでいきたいと思ってい

ます。タイムスケジュール、実際、いつに入

札したり審査会を開いたりということは、今

のところは概略しか決まっていません。実際、

他の部局とも連絡また調整、そしてできる限

り早くというそういう形での取り組みは、当

然私たち力いっぱいやっていきたいと思いま

すので、ご理解のほどをよろしくお願いしま

す。 

○議長（岡 弘悟君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第１号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成30年度橋本市一

般会計補正予算（第４号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第25 議案第２号 平成30年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第25 議案第２号

平成30年度橋本市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第２号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

○議長（岡 弘悟君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 平成30年度橋本市国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第26 議案第３号 平成30年度橋本市
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介護保険特別会計補正予算（第

２号）について 

○議長（岡 弘悟君）日程第26 議案第３号

平成30年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第３号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 平成30年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第２号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第27 議案第４号 平成30年度橋本市

病院事業会計補正予算（第２号）

について 

○議長（岡 弘悟君）日程第27 議案第４号 

平成30年度橋本市病院事業会計補正予算（第

２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第４号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありあませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第４号 平成30年度橋本市病

院事業会計補正予算（第２号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時53分 休憩） 

                     

（午後１時53分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）再開いたします。 

 この際、午後２時10分まで休憩いたします。 

（午後１時53分 休憩） 

     

                                          


